
　
夏
の
高
校
総
体
な
ど
各
種
競
技
の

全
国
大
会
に
出
場
す
る
八
女
市
出
身

の
中
高
生
８
人
が
６
月
24
日
㈬
、
三

田
村
市
長
を
訪
ね
出
場
報
告
を
し
ま

し
た
。
全
国
高
校
総
体
に
出
場
す
る

の
は
、
カ
ヌ
ー
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
２
人

乗
り
の
佐
々
木
修
斗
さ
ん
（
三
潴
高

１
年
）
と
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
松

延
優
奈
さ
ん
（
西
日
本
短
大
付
属
高

2
年
）、
大
坪
里
杏
さ
ん
（
同
校
３

年
）、
坂
田
麗
奈
さ
ん
（
同
校
１
年
）。

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
の
高
校
男

子
形
の
部
に
は
、溝
上
天
斗
さ
ん
（
八

女
高
３
年
）、
全
日
本
中
学
野
球
選

手
権
大
会
に
は
、「
筑
後
リ
バ
ー
ズ
」

の
松
門
雷
蔵
さ
ん
（
八
女
西
中
３

年
）、佐
藤
叶
望
さ
ん（
福
島
中
３
年
）、

酒
井
喜
正
さ
ん
（
立
花
中
３
年
）
が

出
場
し
ま
す
。

　
三
田
村
市
長
は
、「
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
悔
い
の
な
い
試
合

を
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
選
手

一
人
一
人
と
が
っ
ち
り
と
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。
西
日
本
短
大
付
属
高
校

の
大
坪
さ
ん
は
、「
女
子
バ
ス
ケ
部
の

全
国
大
会
初
出
場
は
初
め
て
。
一
つ

で
も
多
く
勝
ち
た
い
」
と
力
強
く
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
道
の
駅
た
ち
ば
な
の
農
園
で
６

月
15
日
㈪
光
友
保
育
所
の
子
ど
も

た
ち
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
道
の
駅

た
ち
ば
な
で
食
育
と
地
域
交
流
を

目
的
に
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
22
人
が
約

１
８
０
平
米
の
農
園
に
紅
あ
ず
ま
、

鳴
門
金
時
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

苗
植
え
に
参
加
し
た
平
島
一い

つ

佐さ

君

は
、「
楽
し
か
っ
た
。
秋
の
い
も
掘

り
が
楽
し
み
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
10
月
の
収
穫

を
予
定
し
て
お
り
、
保
育
所
の
親

子
料
理
教
室
や
道
の
駅
収
穫
祭
で

活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
市
川
猿
之
助
特

別
舞
踊
公
演
（
八
女
・
伝
統
芸
能
を

楽
し
む
会
主
催
）
が
６
月
18
日
㈭
、

お
り
な
す
八
女
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
演
目
は
『
独こ

楽ま

』
と
『
双

ふ
た
お
も
て面

水
み
ず
に

照て
る

月つ
き

』。
独
楽
で
は
猿
之
助
自
身
が
独

楽
と
な
っ
て
の
軽
快
な
テ
ン
ポ
の
踊
り

を
披
露
。
双
面
水
照
月
で
は
、
可
憐

な
女
性
か
ら
醜
悪
な
破
戒
僧
へ
と
変

わ
る
二
役
を
演
じ
、
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
た
め
息
が
出
る
よ
う
な

美
し
い
舞
台
に
、
観
客
は
く
ぎ
付
け
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
く
育
て
！ 

子
ど
も
た
ち
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

猿
之
助
再
び
八
女
で
舞
う

いざ全国大会へ！
各種競技で八女市出身の中高生が大活躍

野分姫から法界坊へと姿を現した怨霊（双面水照月）

後列左から、松門雷蔵さん・酒井喜正さん・佐藤叶望さん（筑後リバーズ）、大坪里杏さん・
松延優奈さん・坂田麗奈さん（西日本短大付属高女子バスケ部）、
前列左から溝上天斗さん（八女高）、三田村市長、佐々木修斗さん（三潴高）

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
を
対
象

と
し
た
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

は
、現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
の
手
続
き
を
し
な
い
と

８
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期

日
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
８
月
４
日
㈫
～
６
日
㈭

◦
受
付
時
間
＝
９
時
～
17
時
15
分

▽
本
庁 

全
日
19
時
ま
で
受
付

▽
黒
木
支
所
・
立
花
支
所 

８
月
５

日
㈬
の
み
19
時
ま
で
受
付

◦
会
場
＝
▽
八
女
市
役
所
本
庁

１
０
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
黒
木
支
所
第
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
立
花
支
所
１
０
１
会
議
室
（
１
階
）

▽
上
陽
支
所
・
矢
部
支
所
・
星
野

支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

◦
提
出
書
類
＝
①
送
付
し
た
封
書

②
手
当
証
書
③
印
鑑
④
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
等
）

※
受
給
後
５
年
経
過
者
で
該
当
さ

れ
る
人
に
つ
い
て
は
、
現
況
届
に
お

い
て
「
一
部
支
給
停
止
措
置
適
用
除

外
事
由
届
出
書
お
よ
び
証
明
関
係

書
類
」
も
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

　八女市では、子育てを応援
するため「やめっここども券」
を交付します。
　交付対象者は、今年５月１日
に八女市に住民登録がある中
学校修了前までのお子様の保
護者で、八女市に住民登録が
ある人です。お子様1人当た
り１万円分の商品券を交付しま
す。商品券は、「はちひめ商品券」
「八女の郷ふれあい商品券」の
取扱店で来年1月14日まで利
用できます。交付対象となる保
護者または世帯主へ、直接お
知らせをします。

　

現
在
お
持
ち
の
医
療
証
の
有

効
期
間
は
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

期
間
内
に
更
新
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
８
月
４
日
㈫
～
６
日
㈭

◦
受
付
時
間
＝
９
時
～
17
時
15
分

▽
本
庁 

全
日
19
時
ま
で
受
付

▽
黒
木
支
所
・
立
花
支
所　

８

月
５
日
㈬
の
み
19
時
ま
で
受
付

◦
会
場
＝

▽
八
女
市
役
所
本
庁
１
０
３
会

議
室
（
１
階
）

▽
黒
木
支
所
第
３
会
議
室（
１
階
）

▽
立
花
支
所
１
０
１
会
議
室
（
１

階
）

▽
上
陽
支
所
、
矢
部
支
所
、
星

野
支
所　

各
市
民
生
活
福
祉
課

窓
口

◦
持
参
す
る
も
の
＝

①
健
康
保
険
証

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

③
印
鑑

④
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は

遺
族
・
障
害
年
金
証
書
（
受
給

者
の
み
）

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
等
調
書

⑥
委
任
状
・
同
意
書

⑦
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に

八
女
市
に
転
入
し
た
人
は
平
成

27
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

所
得
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）

　

小
学
生
・
中
学
生
は
、
入
院

時
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を

全
額
助
成
し
て
い
ま
す
（
平
成
24

年
４
月
か
ら
）。
た
だ
し
、
医
療

証
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
医
療

機
関
で
医
療
費
を
一
度
支
払
っ
た

後
に
、
市
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
に
は
必
要
な
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
児
童
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
に

所
得
状
況
届
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
所
得
状
況
届
の
手
続
き
を
し

な
い
と
８
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
期
日
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
８
月
６
日
㈭

◦
受
付
時
間
＝
９
時
～
17
時
15
分

（
本
庁
の
み
19
時
ま
で
受
付
）

◦
会
場
＝
▽
八
女
市
役
所
本
庁

１
０
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
黒
木
支
所
第
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
立
花
支
所
１
０
１
会
議
室（
１
階
）

▽
上
陽
支
所
・
矢
部
支
所
・
星
野

支
所
の
市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

◦
提
出
書
類
＝
①
送
付
し
た
は
が

き
②
手
当
証
書
③
印
鑑
④
療
育
手

帳
・
身
体
障
害
者
手
帳

お
子
様
に
関
す
る

大
切
な
お
知
ら
せ

◦問い合わせ＝
子育て支援課
こども家庭係

（☎ 23・1351）

◦
問
い
合
わ
せ
＝

市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３・１
１
１
７
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
お
忘
れ
な
く

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
状
況
届
の
手
続
き

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

「
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制

度
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

「
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
証
」
の
更
新

「
こ
ど
も
医
療
費
支

給
制
度
」
に
つ
い
て

子育て応援！
「やめっこ
こども券」

やめっここども券は全取扱店用 4 枚、
中小取扱店用 6 枚の10 枚綴りです。
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①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い

る
範
囲

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

1
除
却
等
費
＝
危
険
住
宅
の
撤
去
費
、
動

産
移
転
費
、
仮
住
居
費
な
ど
の
費
用
を
１

戸
当
た
り
80
万
2
千
円
を
上
限
と
し
て
補

助
し
ま
す
。

2
建
物
助
成
費
＝
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住

宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
（
土
地
の
取
得
を

含
む
）
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借
り

入
れ
た
場
合
、
利
子
相
当
額
を
１
戸
当
た

り
４
１
５
万
円
（
建
物
３
１
９
万
円
、
土

地
96
万
円
）
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す

（
借
入
利
率
年
８・５
％
を
限
度
）。

3
補
助
率
＝
国
費
2
分
の
1
、
県
費
4
分

の
１
、
市
費
4
分
の
1

★
補
助
の
手
続
き
に
は
、
県
へ
の
事
前
申

請
や
予
算
計
上
な
ど
期
間
が
必
要
な
た
め
、

事
業
を
検
討
さ
れ
る
際
は
、
次
の
窓
口
ま

で
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
の
ご
案
内

【補助の手続きおよび相談】
▽防災安全課消防防災係

（☎２３・１７３１）
▽黒木支所総務課

（☎４２・１１１１）
▽上陽支所総務課

（☎５４・２２１１）
▽立花支所総務課

（☎２３・５１４２）
▽矢部支所総務課

（☎４７・３１１１）
▽星野支所総務課

（☎５２・３１１２）

補
助
金

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

  
が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区
域
（
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
）
内
に
あ
る
既
存

の
住
宅
（
危
険
住
宅
）
を
除
去
し
、
安
全
な
土
地
へ
新
築
（
購
入
も
含
む
）
す
る
人
に
、

国
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
移
転
費
用
の
補
助
を
行
う
事
業
で
す
。

が
け
地
近
接
等
危
険
区
域

　
八
女
市
で
は
、
市
内
で
新
規
創
業
を
予
定

さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
表
題
の
新
た
な
補

助
制
度
を
創
設
し
、
八
女
商
工
会
議
所
お
よ

び
八
女
市
商
工
会
と
連
携
し
て
支
援
を
行
い

ま
す
。
補
助
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

Ｈ
Ｐ
ま
た
は
商
工
観
光
課
商
工
振
興
・
企
業

誘
致
推
進
係
（
☎
２
３・１
５
９
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
さ
れ
る
場

合
は
、
左
記
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
い
た

だ
く
こ
と
が
申
請
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
中
に
創
業
さ
れ
な
く
て
も
創

業
セ
ミ
ナ
ー
を
事
前
に
受
講
い
た
だ
く
こ
と

で
、
次
年
度
の
創
業
時
期
に
関
し
て
選
択
肢

が
広
が
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
受
講
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
創
業
に
お
け
る
知
識
習
得
や
新
規
開
業

時
の
具
体
的
な
事
業
計
画
・
資
金
計
画
の
立

て
方
、
実
践
的
な
経
営
な
ど
、
必
要
な
知
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
開
催
す
る
短
期
集
中

型
の
創
業
塾
で
す
。

◦
開
催
日
＝
７
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

※
２
日
間
と
も
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
時
間
＝
７
月
25
日
㈯
10
時
～
18
時
、

26
日
㈰
９
時
30
分
～
18
時

◦
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所
２
階
研
修
室

（
八
女
市
本
村
４
２
５
ー
22
ー
２
）

◦
講
師
＝
中
小
企
業
診
断
士
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
、
八
女
市
、
八
女
商
工
会
議
所
、
八

女
市
商
工
会

◦
受
講
料
＝
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度

◦
対
象
者
＝
新
規
創
業
を
計
画
中
の
人
で
代

表
者
に
な
る
人
、
創
業
１
年
未
満
の
人
で
代

表
者
の
人
※
法
人
の
場
合
は
、
代
表
取
締
役

の
人

◦
持
参
品
＝
筆
記
用
具
・
計
算
機

◦
受
講
特
典

①
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
に
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

②
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
で
市
が
定
め
る
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
新
規
創
業
補
助
金

等
の
申
請
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
八
女
商
工
会
議
所
、
八
女
市
商
工
会
に
よ

る
創
業
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
受
講
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会

議
所
（
☎
２
２・５
１
６
１
）、八
女
市
商
工
会

（
☎
４
２・０
１
５
３
）

創
業
セ
ミ
ナ
ー
（
創
業
塾
）

受
講
生
募
集
！

「
八
女
市
新
規
創
業
補
助
金
」
申
請
や
新
規

創
業
資
金
等
の
借
り
入
れ
予
定
の
皆
さ
ま
へ

　
　
　
　
　
　
新
た
な
補
助
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い
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がん検診を
受けましょう

　
が
ん
は
１
９
８
１
年
か
ら
死
因

の
第
1
位
で
、
最
近
で
は
総
死
亡

の
約
3
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
毎
年
約
36
万
人
の
国

民
が
が
ん
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
日
本
人
が
が
ん
に

か
か
る
割
合
は
、
男
性
の
2
人
に

1
人
、
女
性
の
3
人
に
1
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
、
自
分

が
か
か
ら
な
く
て
も
周
囲
の
大
切

な
誰
か
が
が
ん
に
な
る
可
能
性
は

非
常
に
高
く
、
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
初
期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
な

い
場
合
も
多
く
、
気
付
い
た
時
は

手
遅
れ
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早
い
段
階

で
発
見
し
て
治
療
で
き
れ
ば
、
治

せ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
症

状
が
出
る
前
に
が
ん
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
ん
検
診
は
、
死

亡
率
を
減
少
さ
せ
る
確
実
な
方
法

で
す
。
八
女
市
で
は
、
下
記
の
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
寿
命
と
は
、「
健
康
上
の

問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

８月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

▼八女市で受けられるがん検診
がんの種類と特徴 対象者 検査内容

【肺がん】日本のがん死亡者数1位のがんで、年間7万
人の人が亡くなっています。治りにくく早期発見がとて
も大切です。

40歳以上 問診、胸部X線検査および喀
痰検査（必要な人のみ）

【胃がん】検診で見つかる胃がんの約70％が早期胃が
んです。早期胃がんの５年生存率は90％以上です。 40歳以上 問診、胃部X線検査（胃透視）

【大腸がん】食の欧米化に伴って患者数は増え続けて
います。 40歳以上 問診、便潜血検査（便の中に

混じる血液を検査）

【子宮頸がん】子宮の入り口にできるがん。20～30歳
代に増えています。

20歳以上
（女性）

問診、視診および細胞診（子
宮頸部にある細胞を検査）

【乳がん】40～50歳代を中心に年々増加しています。 40歳以上
（女性）

問診、視診、触診および乳房
Ｘ線検査（マンモグラフィー）

【前立腺がん】前立腺がんは老化とともに発生するが
んの代表的なもので、進行はゆっくりしていますが、進
行すると骨や肺に転移しやすいので注意が必要です。
65歳を超えると前立腺がんにかかる人が増加します。

50歳以上
（男性） 問診、ＰＳＡ検査（血液検査）

死
亡
原
因
の
3
割
は
が
ん

な
ぜ
検
診
が
必
要
？

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

　

お
い
し
く
て
、
簡
単
で
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
地
元
の
農
産
物
を

利
用
し
て
作
り
ま
す
。
夏
休
み
の
思

い
出
に
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
立
花
支
部
】

◦
期
日
＝
８
月
１
日
㈯

◦
場
所
＝
立
花
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
か
が
や
き
」
調
理
室	

◦
申
込
期
間
＝
７
月
15
日
㈬
～
７

月
24
日
㈮
（
先
着
順
）

【
八
女
支
部
】

◦
期
日
＝
８
月
８
日
㈯

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

　

調
理
室

◦
申
込
期
間
＝
７
月
15
日
㈬
～
７

月
31
日
㈮
（
先
着
順
）

【
上
陽
支
部
】

◦
期
日
＝
８
月
18
日
㈫

◦
場
所
＝
上
陽
公
民
館
調
理
室	

◦
申
込
期
間
＝
７
月
15
日
㈬
～
８

月
７
日
㈮
（
先
着
順
）

【
共
通
事
項
】

◦
時
間
＝
10
時
～
13
時
（
受
付
９

時
30
分
～
）

◦
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
親
子
（
各
10
組
・
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
持
参
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

筆
記
用
具
、
手
ふ
き
用
の
ハ
ン
カ
チ

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進

課
（
☎
２
３・１
３
５
２
）　

夏
休
み
！

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

に
お
い
て
全
国
の
平
均
寿
命
と
健

康
寿
命
と
の
差
は
男
性
９
・
13
年
、

女
性
12
・
68
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

社
会
生
活
を
営
む
た
め
の
機
能
を

高
齢
者
に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り

維
持
し
て
い
く
こ
と
や
自
分
の
体

を
よ
く
知
り
、
生
活
習
慣
の
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ

た
健
康
づ
く
り
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
一
つ
と
し
て
、
健

（
検
）
診
が
あ
り
ま
す
。
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
八
女
市
国
民
健
康
保

険
の
人
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
が
ん
検
診
は
国
保
以
外
の
人

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

6月～11月は八女市のがん検診月間です

※八女市では、平成27年度から前立腺がん検診をはじめました。
※詳しい健（検）診の内容については、5月に各世帯に配布している『健診ガイド本』をご覧いた
だくか、健康推進課（☎２３・１３５２）にお問い合わせください。

参加者
募集！

八
女
市
食
生
活
改
善
推
進
会
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桃の旬は、６～８月。熟れた旬の桃は手
で皮をむき、丸かじりするのがおススメ
です。形が良く、タテの線があまり深く
入っていないものを選びましょう。また、
かたい桃は、追熟させるため、新聞紙等
に包んで風通しの良いところで、常温で
保存しておきます。コンポートやジャム
等にして冷凍保存すれば長い間楽しめま
す。

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳をお持
ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝8月3日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 八
女市保健センター
◦日時＝8月4日㈫ 14時～ 15時 ／ 立花
総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝8月5日㈬ 14時～ 15時 ／ 上陽
公民館
◦日時＝8月7日㈭ 14時～ 15時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝8月20日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢部
基幹集落センター
◦日時＝8月26日㈫ 10時30分～ 11時30
分 ／ 黒木支所第３会議室

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～ 14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝	
8月11日㈫＝10か月児（平成26年10月生）
8月19日㈬＝4か月児（平成27年4月生）
8月25日㈫＝1歳6か月児（平成26年2月生）
8月27日㈭＝3歳児（平成24年8月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場		黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日にち＝8月18日㈫　

◦対象＝4か月児（平成27年3月～ 4月生）
／ 10か月児（平成26年9月～ 10月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）のお話と
調理。参加する人は事前に健康推進課
保健指導係までお申し込みください。託
児あり（要申込）。
♥日時　8月20日㈭ 10時～ 13時 ※受付
9時30分～　♥会場　おりなす八女研修
棟　♥持参品　エプロン、手ふきタオル、
筆記用具　♥材料費　300円
♥定員　先着15人

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て
相談を行っています。
※各地域の主任児童委員も家庭の相談

に応じています。
◦日時＝8月5日㈬ 9時30分～ 11時 ／や
めっこ未来館
◦日時＝8月7日㈮ 14時～ 15時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝8月21日㈮10時～ 11時30分 ／ 
黒木地域交流センター「ふじの里」

　心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のある
人です。心配なことがあればお気軽にご
相談ください。※予約制
♥日時　8月6日㈭、27日㈭ 9時～16時
♥会場　八女市保健センター

　心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
♥日にち　8月26日㈬
♥時間　13時30分～ 15時00分受付
♥会場　おりなす八女研修棟2階第5研
修室

　妊娠20週以降の妊婦さんを対象に、
妊娠中の過ごし方、試食、相談を行いま
す。※要予約
♥日時　8月4日㈫ 10時～ 12時※受付9
時30分～
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　20人

乳幼児心理相談

８
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

ベビーズクッキング

心理士によるこころの相談

マタニティ教室

【材料】（4人分）　
◦白桃�１個
◦ベビーリーフ�適量
◦カッテージチーズ
　�100ｇ
◦塩�少々
◦あらびき黒こしょう
　�少々　　　　　
◦国産はちみつ�大さじ１
◦オリーブ油�小さじ2
◦くるみ�適量

【作り方】
①桃はうぶ毛を洗い落と
し、半分に割り、種を取
り除いて皮をむき、くし
形に切る。くるみは食べ
やすい大きさに砕く。
②ベビーリーフは洗って
キッチンペーパーで水気
を取る。
③器に①、②、チーズを
盛り、塩、こしょう、は
ちみつ、オリーブ油をか
ける。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

118Kcal
4.5g
6.6g

11.4g
174mg
23mg

　14mg
0.3mg

1.3g
0.5g

1人分あたりの栄養価

桃とチーズのサラダ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

桃の
豆知識

冷やして食べるとより
おいしくいただけます
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平
成
27
年
度　

市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

提
案
事
業
12
件

を
採
択
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
度
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
の
企

画
提
案
書
を
5
月
7
日
ま
で
募
集

し
、
両
副
市
長
、
教
育
長
、
市
民

見
識
者
等
に
よ
る
選
考
会
議
を
５

月
13
日（
書
類
審
査
）と
19
日（
団

体
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
の
２
回
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、12
団
体
（
約

３
８
６
万
円
）
の
提
案
を
採
択
し

ま
し
た
。

　
６
月
か
ら
来
年
の
３
月
に
か
け

て
、
市
内
の
各
地
域
で
様
々
な
分

野
の
実
践
活
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

　
採
択
団
体
の
活
動
状
況
等
に
つ

い
て
は
、
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｆ
Ｍ
八
女
を
通
し
て
情
報
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
・

文
化
振
興
課
地
域
づ
く
り
推
進
係

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）　

団体名（代表者名） 活動名称 活動の概要

八女市商工会青年部
（山口智臣）

方言で遊ぼう！八女弁ト
ランプ制作プロジェクト

八女の伝統文化・民俗・風俗を知るきっかけの一つとして、方言を
題材としたトランプを作成する。これを市内の小中学校に配布する
ことで、伝統文化・民俗・風俗の承継者育成を図る。

大淵献燈祭実行委員会
（谷口健一） 大淵献燈祭

地域で亡くなった人の霊を供養する催し。和紙で作った燈籠（高さ
1.8ｍ、直径1.5ｍ）の中に火をともし、その燃焼熱で地上30 ～ 50
ｍの高さまでワイヤー等で浮かべる。また、この祭りを大淵地区の
夏の大祭として位置づけ、伝統とするべく努力する。

一般社団法人
八女青年会議所

（井上裕樹）
岩戸山古墳で大コーフン

岩戸山古墳の周辺にブースを数か所設け、磐井や岩戸山古墳に関
連した様々な体験をしてもらい、郷土愛を醸成する。具体的には、
上空に熱気球を上げることや、凝灰岩を使った石人石馬作り、勾玉
作りなどを行う。

ミュージカル劇団さくら座
（中村芳子）

岩戸山歴史館オープンを
祝い「いわい」劇二公演
と巫女の舞を奉納

歴史文化交流館が今秋オープンするのに際し、八女青年会議所の
計画に協力し、岩戸山（吉田神社）に巫女の舞を奉納する。また、
国際交流を見据えて、日本伝統文化の充実も図る。

みちばた
（東幸雄）

世話役じじばばプロジェ
クト

「直売所みちばた」の関係者のネットワークを生かして男女の出会
いの場をつくる。八女を知り愛する心を育てる目的で、古民家再生
を目指す場所や地元の食材を生かす食事処などをめぐる。

土橋市場プロジェクト
（梅野達典）

土橋市場活性プロジェク
ト

土橋市場の活性を目的としたイベントを開催する。また、周辺地域
の市場情報や市内外よりイベント参加の店舗情報などを掲載したチ
ラシを製作することで、周辺地域全体への波及効果を目指す。

特定非営利活動法人
 まなびっと八媛

（杉山信行）
読書を通じた市民生活向
上応援プロジェクト

地域ならではの講座や、地域性・市民のニーズに合わせた講座を
年６回実施することで、八女市の魅力を再確認し、その伝統と魅力
を伝えるまちづくりに寄与する。

特定非営利活動法人
八女文化振興機構

（高橋康太郎）
町家等の空き家活用体験・
見学プログラムの実施

空き家等の地域資産を市民と行政が共に再生・活用していく機運を
高め、都市住民との定期的な交流を視野に入れた体験活動と、啓
発ＰＲに重点を置いた活動を行う。具体的には空き家活用の体験イ
ベントと、空き家再生・活用事例のツアーを年数回開催する。

茶の国レンジャー
（中尾圭詞） 茶の国レンジャー

「八女の市」と題して、９月２０日に八女公園でフリーマーケットや
ステージイベント等を実施する。また、「地方創生～ビジネスコン
テスト」と題して、今後の八女の発展に関するアイディアのコンテ
ストを開催し、優秀作品者には実際に事業を実施してもらう。

八女市子ども会育成連絡
協議会（小川栄一）

八女ふるさとカルタ作成
プロジェクト

各校区・地区から名所などの題材を選定してもらい、「八女ふるさ
とカルタ」を作成する。完成したカルタは第２３回八女子ども会カ
ルタ大会で使用し、郷土八女のすばらしさと誇りを発見してもらい
郷土愛を育む。

八女市清水町商店街夏祭
り実行委員会

（橋本文孝）
八女市清水町商店街夏祭
り

８月２日に清水町商店街駐車場で夏祭りを開催して清水町商店街を
活性化する。

ホタルの学校打越分校
(中島道雄）

ホタルの学校を未来へ残
そう

ホタルの飼育設備機器の充実、屋外の飼育ビニールハウスの張り
替え、鑑賞池の歩道の整備、駐車場からホタル池までの安全灯設
置工事、指導者養成のための先進地視察とホタル学習会の開催を
実施する。
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閲覧申出者（委託者） 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧にかかる住民の範囲
一般社団法人	中央調査社
（株式会社野村総合研究所） テレビ視聴に関する調査 Ｈ26.6.6 酒井田地区　

16歳以上の日本人男女（14件）

自衛隊福岡地方協力本部 平成26年度自衛官募集業
務における適齢者調査 Ｈ26.6.9 八女市全域　平成8年4月2日～平成9年4月1日

生まれの男女						（721件）

毎日新聞社 第68回読書世論調査 Ｈ26.6.18 納楚地区　
平成10年9月30日以前生まれの男女（12件）

一般社団法人	中央調査社
（公益財団法人新聞通信調査会）

第7回メディアに関する全
国世論調査 Ｈ26.7.2 黒木町黒木地区

18歳以上の日本人男女（21件）
一般社団法人	中央調査社
（朝日新聞社）

2014年新聞およびウェブ
利用に関する総合調査 Ｈ26.7.11 室岡地区　

15歳以上の日本人男女（23件）
一般社団法人	中央調査社
（内閣府大臣官房政府広報室）

環境問題に関する世論調
査 Ｈ26.7.11 馬場地区　

20歳以上の日本人男女（15件）
一般社団法人	新情報センター
（一社日本家族計画協会）

第7回男女の生活と意識に
関する調査 Ｈ26.8.28 高塚地区　

16歳以上49歳以下の男女（24件）
一般社団法人	中央調査社
（内閣府大臣官房政府広報室）

がん対策に関する世論調
査 Ｈ26.10.24 平田地区　

20歳以上の日本人男女（15件）
株式会社	日本リサーチセンター
（内閣府政策統括官付参事官）　

結婚・家族形成に関する
意識調査 Ｈ26.11.12 吉田・岩崎・大島・祈祷院・津江地区　20歳

以上39歳以下の男女		（30件）			
一般社団法人	中央調査社
（株式会社野村総合研究所） テレビ視聴に関する調査 Ｈ26.12.2 西唐人町・京町地区　

１６歳以上の日本人男女（28件）
一般社団法人	中央調査社
（内閣府大臣官房政府広報室） 社会意識に関する世論調査 Ｈ26.12.17 馬場地区　

20歳以上の日本人男女（37件）
株式会社　ビデオリサーチ
（日本たばこ産業株式会社）

2015年全国たばこ喫煙者
率調査 Ｈ27.1.7 室岡地区　大正14年5月1日～平成7年4月30日

生まれの男女		（20件）

住民基本台帳
の閲覧状況の

公表

住民基本台帳法第11条第３項および第11条の２第12項、住民基本台帳の
一部の写しの閲覧および住民票の写し等の交付に関する省令第３条の規定に
基づき、平成26年度の住民基本台帳の閲覧状況を下記のとおり公表します。
◦問い合わせ＝市民課市民係（☎２３・１１１５）

　
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、

職
員
の
端
末
に
対
す
る
外
部
か

ら
の
ウ
イ
ル
ス
メ
ー
ル
に
よ
る

不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
当
機

構
が
保
有
し
て
い
る
情
報
の
一

部
が
外
部
に
流
出
し
た
こ
と
が
、

５
月
28
日
に
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
現
時
点
に
お
い
て
確

認
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
は
、

約
１
２
５
万
件
で
す
。

　
該
当
す
る
お
客
様
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
を
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
万
全
の
対
処
を
期
す

方
針
で
す
。
そ
の
た
め
の
準
備

を
早
急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務

所
か
ら
お
客
様
に
電
話
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
礎
年
金

番
号
の
変
更
に
関
す
る
ご
連
絡

は
後
日
文
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

◦
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
客
様

に
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
日
本
年
金
機
構
が
お
客
様
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
お
客
様
の
個
人
情
報
（
家
族

構
成
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。   

　
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本

年
金
機
構
や
機
構
の
職
員
な
ど

を
名
乗
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
、
迷
わ
ず
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

▼
専
用
電
話
窓
口（
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
）
０
１
２
０・
８
１
８
２
１
１

▼
受
付
時
間 

8
時
30
分
～
21
時

▼
警
察
相
談
専
用
電
話

＃
９
１
１
０
ま
た
は
最
寄
り
の

警
察
署
ま
で

こ
の
年
金
流
出
事
案
に
関
し
て

次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し
た

〝
振
り
込
め
詐
欺
〟
や
〝
個
人
情
報

の
詐
取
〟
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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◦
「
個
人
情
報
」
と
は

　
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月

日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
（
他
の
情
報
と
照
合
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
）
を
い
い
ま
す
。

◦
制
度
を
実
施
す
る
機
関
（
実
施

機
関
）

　
市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査

委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
、
公
営
企
業
管

理
者
お
よ
び
議
会
で
す
。

◦
個
人
情
報
の
保
管
業
務
登
録
に

つ
い
て

　
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を
保

管
す
る
業
務
を
行
う
に
あ
た
っ
て

登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
３
月
31
日
時
点
で
の
個

人
情
報
業
務
登
録
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
業
務
の
登
録
件
数

４
４
8
件
（
う
ち
、
平
成
26
年
度

に
登
録
さ
れ
た
業
務
2
件
）

◦
個
人
情
報
の
利
用
・
提
供

　
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を
利

用
目
的
の
範
囲
内
で
取
り
扱
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
令
に
定
め
が

あ
る
と
き
や
本
人
の
同
意
が
あ
る
と

き
を
除
い
て
、
そ
の
利
用
目
的
以
外

の
目
的
で
利
用
し
た
り
、
外
部
に

提
供
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

個
人
の
生
命
等
を
守
る
た
め
緊
急

か
つ
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
や
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

て
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
例
外
的
に
目
的
外

利
用
ま
た
は
外
部
提
供
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
こ
の
よ
う
な
理

由
で
目
的
外
利
用
が
認
め
ら
れ
た

業
務
は
4
件
で
、
詳
細
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

◦
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求

な
ど
は
で
き
ま
す
か
？

　
誰
で
も
、
実
施
機
関
が
保
有
す

る
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

そ
の
開
示
（
訂
正
・
利
用
停
止
）

を
請
求
で
き
ま
す
。
請
求
が
で
き

る
の
は
、
原
則
と
し
て
本
人
、
未

成
年
者
・
成
年
被
後
見
人
の
法
定

代
理
人
等
で
す
。
平
成
26
年
度
は
、

５
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
請
求
の
窓
口
は
ど
こ
で
す
か
？

　
各
課
の
窓
口
で
「
個
人
情
報
開

示
等
請
求
書
」
に
氏
名
、
住
所
お

よ
び
請
求
す
る
情
報
の
内
容
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
本

人
確
認
の
た
め
に
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦
開
示
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す

か
？

　
閲
覧
や
資
料
を
も
と
に
説
明
を

聴
く
の
は
無
料
で
す
。
コ
ピ
ー
は

Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
は
１
枚
10
円（
両

面
コ
ピ
ー
20
円
）、
そ
の
他
実
費
に

相
当
す
る
費
用
が
必
要
で
す
。

◦
開
示
な
ど
の
決
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
？

　
個
人
情
報
の
開
示
（
訂
正
・
利

用
停
止
）
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の

決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
不

服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、「
八
女
市
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
で

審
議
が
行
わ
れ
、
実
施
機
関
は
そ

の
意
見
を
尊
重
し
て
、
あ
ら
た
め

て
決
定
し
ま
す
。

八女市は、「個人情報保護条例」を
制定して、市の保有する個人情報を
適正に取り扱うためのルールを定め
るとともに、自分の個人情報の開示
などを請求する権利を保障すること
により、市政の適正かつ円滑な運営
を図りながら、市民の皆さんの権利
利益を保護しています。

◎問い合わせ＝総務課総務法制係
（☎２３・１１１１）

個人情報
保護制度

個人情報
保護制度
Ｑ＆Ａ

保有課 保有業務名 利用課 利用業務名 根拠

福祉課 臨時福祉給付金給付事業 子育て支援課 子育て世帯臨時特例給付金給付事業 審議会

子育て支援課 児童扶養手当業務 福祉課 臨時福祉給付金給付事業 審議会

子育て支援課 子育て世帯臨時特例給付金
給付事業 福祉課 臨時福祉給付金給付事業 審議会

税務課 固定資産税賦課業務 土木災害復旧室 九州北部豪雨災害復旧事業 審議会

【目的外利用】
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平
成
26
年
度
の
情
報
公
開
請
求

は
４
９
４
件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
行
政
資
料
な
ど
口
頭
に
よ
る
請

求
（
情
報
提
供
）
は
19
件
、
要
介

護
認
定
関
係
の
情
報
公
開
請
求
は

４
３
０
件
で
し
た
。
公
文
書
公
開

請
求
書
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
は

45
件
で
、
そ
の
う
ち
公
開
が
26
件
、

部
分
公
開
が
18
件
、
非
公
開
が
0

件
、
公
文
書
が
不
存
在
だ
っ
た
も

の
が
１
件
で
し
た
。

▽
平
成
26
年
５
月
27
日
（
１
回
目
）

　
平
成
25
年
度
の
情
報
公
開
制
度

お
よ
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運

用
状
況
の
報
告

◦
情
報
公
開
を
請
求
で
き
る
人

は
？

　

市
民
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
公
開

請
求
で
き
ま
す
。

◦
制
度
を
実
施
す
る
機
関
（
実
施

機
関
）
は
？

　

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
、
公
営
企
業
管
理
者
、
議

会
、
土
地
開
発
公
社
で
す
。

◦
ど
ん
な
情
報
が
請
求
で
き
ま
す
か
？

　

実
施
機
関
が
組
織
的
に
用
い
て
い

る
文
書
、
図
画
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

公
共
の
利
益
を
守
る
た
め
、
部
分
的

な
公
開
に
と
ど
め
た
り
、
公
開
し
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
請
求
の
方
法
は
？

　

公
開
請
求
し
た
い
課
ま
た
は
総
務

課
の
窓
口
に「
公
文
書
公
開
請
求
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

市
民
に
お
知
ら
せ
用
に
作
成
し
た
刊

行
物
や
資
料
な
ど
を
請
求
さ
れ
る
場

合
は
、
口
頭
で
請
求
で
き
ま
す
。

◦
公
開
・
非
公
開
は
い
つ
ご
ろ
決
ま

る
の
で
す
か
？

　

公
開
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

公
開
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し

て
15
日
以
内
に
決
定
し
、
そ
の
結
果

を
「
決
定
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
請
求
さ
れ
る
情
報
が

著
し
く
大
量
な
場
合
な
ど
は
決
定
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
開
を
実
施
す
る
際
に
は
、
こ
の
決

定
通
知
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
公
開
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
か
？

　

閲
覧
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
コ

ピ
ー
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
は
１
枚
10

円
（
両
面
コ
ピ
ー
20
円
）、
そ
の
他

実
費
に
相
当
す
る
費
用
が
必
要
で

す
。

◦
非
公
開
な
ど
の
決
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
？

　

非
公
開
な
ど
の
決
定
を
し
た
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
決
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
が
、
そ
の
決
定
に
不

服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査

法
に
基
づ
き
、
不
服
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、「
八

女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
」
で
審
議
が
行
わ
れ
、
実
施

機
関
は
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
再

度
公
開
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま

す
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
】　

　

学
識
経
験
者
な
ど
５
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と

し
て
、
公
文
書
の
公
開
お
よ
び
個
人

情
報
の
開
示
請
求
に
関
す
る
不
服
申

立
て
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
議
会
】　

　

学
識
経
験
者
な
ど
７
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と

し
て
、
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人

情
報
保
護
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
公
文
書

公
開
請
求
件
数
状
況

▼平成26年度の公文書公開請求件数状況

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
の
開
催
状
況

情
報
公
開
制
度
は
、「
知
る
権
利
」
を
保
障
し
、
市
民
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
内
容
や
市
民
の
活
動
に
必
要
な
情
報
を

公
開
す
る
制
度
で
す
。
市
が
「
説
明
責
任
」
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
が
参
加
し
や
す
く
、よ
り
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

情
報
公
開
制
度

情報公開

Ｑ＆Ａ

請求の
区　分 請求件数 処理状況の内訳

公　開 部分公開 非公開 不存在 取下げ
市内住民 25 件 16 件 8 件 ０件 1件 ０件
市内法人 6 件 4 件 2 件 0 件 ０件 ０件
市外住民 7 件 3 件 4 件 ０件 0 件 ０件
市外法人 7 件 3 件 4 件 ０件 ０件 ０件

合計 ４５件 ２６件 18 件 0 件 1件 ０件

　
平
成
27
年
度
八
女
市
職
員
採

用
試
験
（
１
次
試
験
）
を
次
の

日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
詳

し
い
募
集
内
容
（
職
種
・
募
集

人
員
・
申
込
方
法
等
）
に
つ
い

て
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
報
や
め
８
月
１
日

号
に
詳
し
い
募
集
内
容
を
掲
載

し
ま
す
。
　

◦
１
次
試
験
日
＝
平
成
27
年
９

月
20
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
立
福
島

中
学
校

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
事
課
人
事

係
（
☎ 

２
３・２
１
２
９
）

八
女
市
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ　

広報やめ　2015.7.159

求
む
！

新
鮮
力
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県
婦
連
防
火
ク
ラ
ブ
は
３
月
21
日
、
防

災
法
被
着
用
で
地
域
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
し
ま
し
た
。今
回
で
10
回
目
で
す
。

八
女
市
立
花
町
の
『
白
土
夜
廻
り
隊
』
が

福
岡
県
防
災
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。「
戸

締
ま
り
用
心
火
の
用
心

マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
」

･･･

私
も
ず
っ
と
昔
、
隣

組
の
み
ん
な
で
火
の
用
心

カ
チ
カ
チ
と
大
声
で
夜

廻
り
し
た
の
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
講
演
者
山
村
武
彦
氏

は
『
自
助
・
近
助
・
共
助
で
つ
く
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
』
と
力
強
く
話
さ

れ
ま
し
た
。
後
日
、
白
土
夜
廻
り
隊
の
代

表
者
に
活
動
の
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。
毎

月
１
日
と
15
日
と
決
め
て
あ
り
、
子
ど
も

や
女
性
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
そ
し
て
公
民
館
で
会
合
し
た
後
、
大

人
だ
け
の
懇
親
会
も
楽
し
み
の
一つ
だ
そ

う
で
す
。私
た
ち
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
も「
こ

ん
に
ち
は
」「
元
気
ね
」「
ま
た
ね
」
の
声

か
け
を
し
て
、
災
害
の
な
い
地
域
づ
く
り

に
努
め
た
い
と
強
く
決
心
し
ま
し
た
。

（
福
岡
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

野
間
口
幸
江
）

　６月7日㈰・13日㈯・14日㈰、八女市長旗争
奪少年野球大会が市内４会場で開催されました。
大会には市内を含め筑後地区から48チームが参
加。熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。
【優勝】鳥飼クインビーズ（久留米市）【準優勝】
筑南カージナルス（八女市）【３位】上津青葉（久
留米市）、大川ジュニアパワーズ（大川市）

　
６
０
０
人
が
参
加
し
第
８
回

上
妻
ま
つ
り
福
祉
の
つ
ど
い
が

６
月
７
日
㈰
、
上
妻
小
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
地
域

の
小
中
学
生
や
婦
人
会
な
ど
９

団
体
が
ス
テ
ー
ジ
で
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

『
豊
か
さ
の
中
で
見
失
っ
た
も

の
』
と
題
し
て
正
福
寺
住
職
・

ふ
く
し
ま
幼
稚
園
園
長
の
調
淳

一
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
の
高
齢
者
疑
似
体
験
や

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
高

齢
者
体
験
を
す
る
小
学
生
や

血
圧
を
測
る
大
人
の
姿
な
ど
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
も

カ
レ
ー
や
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
食

べ
物
は
す
べ
て
売
り
切
れ
大
盛

況
で
し
た
。
み
ん
な
が
楽
し
ん

だ
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
橋
町
内
会
で
は
６
月
21
日
㈰

管
内
を
流
れ
る
３
か
所
の
川
掃
除

を
町
内
全
世
帯
に
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
途
絶
え
て
い
た
子
ど
も
会
も

復
活
し
参
加
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民

も
参
加
さ
れ
、
95
人
の
参
加
と
こ

れ
ま
で
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

壊
れ
て
い
た
リ
ヤ
カ
ー
も
今
年

は
組
立
式
の
立
派
な
リ
ヤ
カ
ー
を

購
入
し
、
ご
み
の
運
搬
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
し
た
。
町
内
会
管
内
３

か
所
の
川
を
８
班
に
分
か
れ
て
清

掃
を
進
め
ま
し
た
が
、
お
陰
で
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
か
参
加

者
全
員
で
記
念
写
真
が
撮
れ
た
ら

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
博
文
）

　

八
女
市
の
観
光
資
源
で
も
あ
る
矢
部
川
の
源

流
、
日
向
神
峡
・
秘
境
杣
の
里
渓
流
公
園
は
、

福
岡
県
最
高
峰
釈
迦
岳
の
麓
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て
、
登
山
客
や
渓
流
釣

り
な
ど
自
然
を
楽
し
む
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
矢
部
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
昇

盛
会
（
栗
原
吉
平
会
長
他
46
人
）」
で
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
毎
年
、
河
川
清
掃
、
公
園
整
備
、

日
向
神
ダ
ム
周
辺
へ
の
桜
や
モ
ミ
ジ
の
植
栽
を

行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
13
日
㈯
に
は
、
こ
れ
ま
で

に
植
栽
し
た
桜
や
モ
ミ
ジ
・
杣
の
里
渓
流
公
園

に
あ
る
「
友
情
の
森
」
の
下
刈
作
業
、
河
川
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。
日
向
神
ダ
ム
周
辺
の
桜
や
モ

ミ
ジ
の
幼
木
が
す
く
す
く
と
成
長
で
き
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
満
開
の
桜
や
色
鮮

や
か
な
モ
ミ
ジ
が
よ
り
華
や
か
に
矢
部
村
へ
訪
れ

る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
ち
の
わ
だ
い

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

声
か
け
を
し
て
災
害
の
な
い
地
域
づ
く
り
を

６
０
０
人
が
参
加
し
た
上
妻
ま
つ
り

土
橋
町
内
の
川
が
マ
ン
シ
ョ

ン
住
民
と
子
ど
も
会
の
参
加

で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

筑南カージナルス準優勝

美しい矢部村を守る昇盛会

上妻小学校 6 年生の発表

新品のリヤカーを前に記念写真

矢部村の自然を守る昇盛会の皆さん
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イ
ア
ル
自
転
車
な
ど
▽
20
時
50
分

～
お
楽
し
み
抽
選
会
②

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
０
８
０
・
３
９
８
３
・

９
４
５
７
）

　

中
学
生
・
保
護
者
・
教
員
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
１
日
㈯
13
時
30
分

～
16
時
30
分

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
島
高
校

（
☎
２
２
・
５
１
４
８
）

　

清
水
町
商
店
街
主
催
。
太
鼓
・

バ
ン
ド
演
奏
・
ダ
ン
ス
、
演
劇
等
各

種
ス
テ
ー
ジ
。か
き
氷
早
食
い
大
会
、

コ
ー
ラ
早
飲
み
大
会
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
大
抽
選
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
。
屋
台
も
10
店
舗
出
ま
す
。
皆

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

犬
山
漁
業
協
同
組
合
主
催
。
参

加
費
無
料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
が
、
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

先
着
１
８
０
人
に
は
お
に
ぎ
り
や

ア
ユ
の
塩
焼
な
ど
の
昼
食
を
用
意

し
ま
す
。
計
量
後
、
総
重
量
・
総

匹
数
・
最
長
寸
・
ク
リ
ー
ン
賞
の

各
賞
を
表
彰
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
７
月
26
日
㈰
※
当
日
６

時
か
ら
８
時
ま
で
参
加
受
付

◦
場
所
＝
犬
山
ダ
ム
（
黒
木
町
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
産
業

経
済
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
６
）

◦
日
時
＝
８
月
１
日
㈯
16
時
30
分
～

◦
場
所
＝
北
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
※
駐
車
場
は
筑
南
小
学
校

◦
内
容
＝
▽
16
時
30
分
～
宝
さ
が

し
（
北
山
・
白
木
地
区
小
学
生
対

象
）
▽
17
時
20
分
～
筑
南
中
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
、
小
学
生・保
育
所
（
園
）

児
踊
り
▽
19
時
40
分
～
お
楽
し
み

抽
選
会
①
▽
20
時
～
総
踊
り
▽
20

時
15
分
～
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、
ト
ラ

さ
ん
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
８
月
２
日
㈰
10
時
～
17
時

◦
場
所
＝
清
水
町
商
店
街
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
金

太
郎
（
☎
２
４
・
９
６
５
７
）

　

八
女
市
文
化
連
盟
連
合
会
主

催
。
入
場
無
料
。
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
８
月
２
日
㈰
▽
12
時
開

場
▽
13
時
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

（
八
女
市
文
化
連
盟
）
▽
13
時
30
分

開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
代
表
・
古
賀
政
男

記
念
館
館
長
山
田
永
喜
さ
ん
）
の

演
奏
＆
ト
ー
ク

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
・
文

化
振
興
課
（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

　

北
海
道
歌
旅
座
全
国
市
町
村
公

演
。
ニ
ッ
ポ
ン
が
輝
い
て
い
た
あ
の

頃
、『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』『
青

春
時
代
』
な
ど
、
だ
れ
も
が
口
ず

さ
ん
だ
昭
和
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
が

や
っ
て
く
る
。

◦
日
時
＝
７
月
17
日
㈮
、
18
時
30

分
開
演
（
18
時
開
場
）

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
入
場
料
＝
２
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
Ｋ
ｉｚ
ｕ
ｎ
ａ
岡
田
さ
ん

（
☎
０
８
０
・５
２
５
５
・
１
７
３
６
）

　

県
内
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
参
加
申
込
は
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
電
子
申
請
に

よ
り
受
付
（
１
団
体
１
人
ま
で
）。

◦
日
時
＝
７
月
24
日
㈮
14
～
15
時

30
分　

◦
会
場
＝
福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

８
階
８
０
３
会
議
室
（
福
岡
市
博

多
区
吉
塚
本
町
13
ー
50
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
情
報
政
策

課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
１
９
７
）

◦
日
時
＝
７
月
26
日
㈰
９
時
～
12

昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

八
女
軽
ト
ラ
市

第
９
学
区
中
学
生
進
路
相
談
会

第
９
回
踊
る
！
き
た
や
ま
夏
祭
り

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

事
業
者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
説
明
会

清
水
町
商
店
街
夏
ま
つ
り

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
ギ
タ
ー
演
奏
会

第
17
回
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会

　9 月に開催する「八女の祭
り」期間中の 19 日㈯に実施
する「あかり絵パレードコン
テスト」の参加者を募集しま
す。和紙に思い思いの絵をか
いて、白壁の町並みをパレー
ドしませんか。台車は貸し出
します。参加対象は市内外の団体や事業所な
ど。個人でも参加ＯＫです。子どもの部と創
作の部での募集をします。入賞者には副賞も
あります。ふるってご参加ください。
★申込締切＝ 8 月31日㈪
★参加部門＝【子どもの部】木枠に和紙を張っ
たものを事務局で準備します（先着 20 組）。

【創作の部】和紙は事務局で準備しますので、
枠は自由な形、自由な発想で創作ください（先
着 10 組）。
★申込・問い合わせ＝同祭実行委員会事務
局（商工観光課☎ 23・1192）

あかり絵
創ってみませんか

を 参加者
募集

8月13日㈭から8月16日㈰まで、八女中部
衛生センター（し尿処理施設）が盆休み
になります。8月3日㈪から8月19日㈬まで
の期間中は混雑が予想されますので、し尿
くみ取りの予約は7月30日㈭までにお願い
します。
※7月30日以降の予約受付は希望日にそえ
ない場合がありますのでご注意ください。
◦問い合わせ＝環境課（☎23・1462）

８月のし尿くみ取り
の予約はお早めに！

八女市献血推進協議会
（☎２３・５８１６）

献血にご協力ください

日にち 時　間 場　所
8/7
㈮

10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30

おりなす
八女

旧八女市・
旧立花町地区
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん
（
☎
２

２
・
５
８
０
４
）
※
中
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
源
流
に
感
謝
し
つ
つ
、
矢
部
村

か
ら
柳
川
ま
で
参
勤
交
代
の
街
道

を
徹
夜
で
歩
き
、
源
流
水
を
持
ち

帰
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
31
日
㈮
13
時
柳
川
集

合
、
15
時
矢
部
村
出
発
、
翌
朝
８

時
ご
ろ
柳
川
着（
１
部
区
間
で
も
可
）

◦
参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
の

会（
☎
０
９
０・４
４
８
７・１
９
６
３
）

　
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど
で

保
健
・
医
療
・
介
護
施
策
の
企
画
立

案
に
携
わ
る
医
師
を
募
集
し
ま
す
。

◦
採
用
予
定
数
＝
３
人

◦
選
考
方
法
＝
面
接
試
験
、
小
論

文
評
定
な
ど

◦
応
募
締
切
＝
７
月
31
日
㈮

◦
応
募
資
格
＝
高
卒
以
上
～
55
歳

◦
募
集
期
間
＝
７
月
15
日
㈬
～
８

月
17
日
㈪

◦
申
込
＝
黒
木
地
区
学
童
連
合
会

事
務
局
（
☎
４
２
・
０
０
４
５
）
※

13
時
～
18
時

　
天
神
さ
ん
子
ど
も
ま
つ
り
（
同

実
行
委
員
会
・
八
女
ふ
る
さ
と
塾

主
催
）
で
は
、
飾
り
提
灯
に
お
子

さ
ま
の
名
前
を
入
れ
、
健
康
と
学

業
成
就
を
祈
願
し
ま
す
。

◦
日
時
・
会
場
＝
８
月
22
日
㈯
17

時
～
21
時
、
福
島
八
幡
宮

※
雨
天
の
場
合
８
月
23
日
㈰

◦
提
灯
１
灯
奉
納
料
＝
〈
新
規
〉

１
人
書
き
４
千
円
、
２
人
書
き
４

５
０
０
円
、
３
人
書
き
５
千
円

〈
継
続
〉
千
円

◦
申
込
＝
７
月
31
日
㈮
ま
で
に
高

橋
さ
ん
へ
（
☎
２
２
・
２
２
５
２
）

／
③
家
庭
果
樹
の
管
理
９
月
６
日

㈰〈
１
回
目
〉９
時
30
分
～
12
時〈
２

回
目
〉
13
時
30
分
～
16
時
／
④
庭

木
の
病
害
虫
と
防
除
〈
１
回
目
〉

９
月
13
日
㈰
９
時
30
分
～
12
時〈
２

回
目
〉
13
時
30
分
～
16
時

◦
定
員
＝
①
②
30
人
、
③
④
40
人

◦
会
場
・
申
込
＝
福
岡
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
（
久
留
米
市
田
主
丸
町
）

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

　

応
募
に
基
づ
き
登
録
し
、
必
要

に
応
じ
て
任
用
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
済
み
の
人

◦
提
出
書
類
＝
履
歴
書
、
保
育
士

証
（
写
）

◦
勤
務
形
態
＝
▽
常
勤
（
週
５
日

勤
務
・
社
会
保
険
有
）

▽
日
々
雇
用
（
１
日
勤
務
、
午
前

の
み
、
午
後
の
み
勤
務
の
３
種
類
）

◦
賃
金
＝
▽
７
０
０
０
円
（
１
日
勤

務
）
▽
３
４
０
０
円
（
午
前
勤
務
）

▽
４
３
０
０
円
（
午
後
勤
務
）

◦
勤
務
場
所
＝
市
内
公
立
保
育
所

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て

支
援
課
こ
ど
も
未
来
係
（
☎
２
４
・

８
８
１
４
）

◦
募
集
人
員
＝
３
人（
常
勤・非
常
勤
）

◦
日
時
＝
８
月
８
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

２
階
第
３
研
修
室

◦
内
容
＝
「
星
野
村
の
歴
史
と
文

化
に
つ
い
て
」
栗
秋
惠
二
さ
ん
（
元

星
野
村
教
育
次
長
）

◦
定
員
＝
50
人

◦
申
込
＝
本
館
・
分
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
か
電
話
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
本
館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

東
・
西
公
民
館
が
行
う
人
物
歴

史
講
座
。
人
生
は
先
達
に
学
べ
！

〝
人
と
な
り
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
名

人
〟
が
歴
史
の
様
々
な
角
度
か
ら
、

私
た
ち
へ
人
生
の
教
訓
や
ヒ
ン
ト
、

先
達
の
精
神
や
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
り
ま
す
。
受
講
無
料
。

▽
第
１
回
『
河
井
継
之
助
』
～
歴

史
の
残
り
香
の
向
こ
う
に
壮
烈
な

戦
い
が
よ
み
が
え
る　

滅
び
ゆ
く

男
は
私
た
ち
に
何
を
問
う
の
か
～

◦
日
時
＝
８
月
30
日
㈰
10
時
～
12
時

▽
第
２
回
『
山
岡
鉄
舟
』
～
命
も

い
ら
ぬ　

名
も
い
ら
ぬ　

金
も
い
ら

な
い
男
ほ
ど
…
～　
　
　
　
　

◦
日
時
＝
10
月
25
日
㈰
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大

会
議
室
（
八
女
市
役
所
西
側
）

◦
募
集
＝
定
員
70
人
（
先
着
順
）

◦
語
り
手
＝
今
長
谷
照
子
さ
ん（
元

篠
栗
町
立
図
書
館
副
館
長
）

◦
申
込
期
間
＝
７
月
15
日
㈬
～
７

月
31
日
㈮
※
平
日
９
時
～
17
時

※
申
し
込
み
は
電
話
で
受
付

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
東
公
民
館
（
☎
２
３・５
２
７
６
）

▽
西
公
民
館
（
☎
２
４・５
２
７
２
）

　
「
肩
こ
り
・
腰
痛
の
改
善
を
目
的

と
し
た
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
は
電
話
で
受
付
。
定
員
40
人
。

◦
日
時
＝
８
月
28
日
㈮
、
９
月
25

㈮
、
10
月
23
日
㈮
、
20
時
～
21
時

30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
（
上
陽
町
）

◦
受
講
料
＝
３
回
で
５
０
０
円
（
会

員
２
０
０
円
）

◦
申
込
期
間
＝
７
月
15
日
㈬
～
７

月
31
日
㈮
（
平
日
９
時
～
17
時
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

受
講
無
料
、
前
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
先
着
）。

◦
講
座
・
日
時
＝
①
庭
木
の
整
姿

と
剪
定
９
月
５
日
㈯
９
時
30
分
～

12
時
／
②
樹
木
で
作
る
垣
根
と
管

理
９
月
５
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
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ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木（10時～17時開館）、
土・日（10時～16時開館）
★お菓子作り「おからとごまのかりんとう｣
◦日時＝ 7 月 18 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場◦参加費＝実費
★アロマテラピー講座「ルームスプレー」
◦日時＝7 月25日㈯ 13 時 30 分～◦場所＝
ふらっち広場◦参加費＝300 円※要申込
★外出「涼みに行こう」
◦日時＝8 月1日㈯ 10 時 30 分ふらっち広
場出発～15 時 30 分※場所・参加費はふらっ
ち新聞でお知らせします。※要申込
★お菓子作り「ぷるぷるしゅわしゅわゼリー｣
◦日時＝ 8 月 8 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場◦参加費＝実費
★工作「デコパージュでマイバッグ｣
◦日時＝ 8 月 15 日㈯ 13 時 30 分～
◦場所＝ふらっち広場◦参加費＝実費
■日曜日も近くに外出することがあります。
平日も工作・手芸等できます。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

福
岡
県
公
衆
衛
生
医
師

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
健
康
講
座

黒
木
学
童
保
育
所
指
導
員

源
流
水
持
ち
帰
り
隊
員

東
・
西
公
民
館 

人
物
歴
史
講
座

福
島
八
幡
宮
「
天
神
さ
ん
子

ど
も
ま
つ
り
」
奉
納
提
灯

保
育
所
臨
時
職
員
（
保
育
士
）

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
緑
化
講
習
会

教
室
・
講
座

図
書
館
郷
土
史
講
座
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◦
選
考
日
＝
８
月
10
日
㈪

◦
訓
練
期
間
＝
９
月
２
日
㈬
～
１

月
29
日
㈮

③
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養

成
科
２
期

◦
選
考
日
＝
８
月
11
日
㈫

◦
訓
練
期
間
＝
９
月
２
日
㈬
～
１

月
29
日
㈮

①
～
③
共
通

◦
選
考
方
法
＝
学
科
試
験
、
面
接

◦
募
集
締
切
＝
７
月
31
日
㈮　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

平
成
27
年
10
月
１
日
は
国
勢
調

査
の
調
査
日
で
す
。
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を
対
象
に

行
わ
れ
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
大
正
９
年
の
第
１
回

目
調
査
以
来
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
い
て
、
今
回
で
20
回
目
の
調
査

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
調
査

か
ら
全
国
一
斉
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
に
よ
る
回
答
が
可
能
に
な
り
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
調
査
票
の
回
答
が
で
き
ま
す
。
９

月
上
旬
よ
り
調
査
員
が
各
世
帯
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
２
３・

１
１
１
１
）

※
業
務
内
容
、
応
募
要
件
、
採
用

時
期
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
保
健
医

療
介
護
総
務
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
２
３
７
）

　

初
心
者
で
も
楽
し
め
る
社
会
人

バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｘ
で

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
20
時
～
22
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
緒
方
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
１
５
１
１
・
６
４
２
０
）

◦
試
験
日
＝
〈
１
次
〉
９
月
20
日
㈰

〈
２
次
〉
10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

◦
試
験
会
場
＝
福
岡
県
自
治
会
館

◦
採
用
予
定
＝
行
政
事
務
（
大
卒

程
度
１
人
程
度
）

◦
受
験
資
格
＝
平
成
元
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

◦
受
付
期
間
＝
７
月
27
日
㈪
～
８

月
14
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
町
村

会
総
務
課
（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・

１
１
２
１
）

　

受
験
資
格
等
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉

７
月
21
日
㈫
９
時
～
７
月
30
日
㈭

受
信
有
効
〈
郵
送
ま
た
は
持
参
〉

７
月
21
日
㈫
～
７
月
23
日
㈭

◦
１
次
試
験
＝
９
月
27
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
入
国
管
理

局
（
☎
０
９
２・６
２
３・２
４
０
０
）

　

受
験
資
格
等
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉

７
月
21
日
㈫
９
時
～
７
月
30
日
㈭

受
信
有
効
〈
郵
送
ま
た
は
持
参
〉

７
月
21
日
㈫
～
７
月
23
日
㈭

◦
１
次
試
験
＝
９
月
20
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
事
院
九
州
事
務

局
（
☎
０
９
２・４
３
１・７
７
３
３
）

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の

登
記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債

務
問
題
、
訴
訟
、
成
年
後
見
な
ど

相
談
く
だ
さ
い
。
無
料
、予
約
不
要
、

先
着
順
、
定
員
72
組
ま
で
。

◦
日
時
＝
８
月
１
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
面
談
会
場
＝
久
留
米
市
役
所
３

階
３
０
５
号
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
司
法
書

士
会
筑
後
支
部
事
務
局

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
６
６
４
１
）

　

受
験
料
・
授
業
料
無
料
。
教
科

書
代
等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
が
対
象
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修
科
２
期

◦
選
考
日
＝
８
月
７
日
㈮

◦
訓
練
期
間
＝
９
月
１
日
㈫
～
11

月
30
日
㈪　

②
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

司
法
書
士
の
日
記
念
相
談
会

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
実
施

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

入
国
警
備
官
採
用

刑
務
官
採
用

就
業
支
援

福
岡
県
町
村
会
等
職
員
採
用

試
　
験

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

♥結婚サポートセンター事業とは
　八女市・筑後市・広川町で構成する、

「八女・筑後結婚サポートセンター運営
協議会」では、業務委託により結婚サポー
トセンター事業に取り組んでいます。結
婚を希望する独身男女に出会いの機会を
提供し、結婚のサポートを行なうことで、
少子化対策・定住促進を図っています。
♥サポート内容
　結婚サポートセンターでは結婚相談・
お見合い・各種パーティーを通して素敵
な出会いを提供し、結婚のきっかけづく
りを行ないます。お見合いパーティー等
のイベントは月１回程度開催しています。
♥登録について
　結婚サポートセンターを利用するには、
会員登録が必要です。
♥登録の主な条件
① 男女ともに 20 歳以上であること。
② 【男性】八女市・筑後市・広川町にお
住まいか、お勤めの人。
 【女性】住所問わず登録できます。
③ 登録料 3,000 円（２年間有効）
※お見合い料・成婚料は一切必要といた
しません。詳しくは「八女・筑後結婚サポー
トセンター」までお尋ねください。
♥問い合わせ＝八女・筑後結婚サポート
センター（八女市立花町原島 95 番地１
八女市立花庁舎「南別館」）
☎０９４３・２２・５９００
R yamechikugoksc@ybb.ne.jp
受付時間＝11時～ 18 時

（火曜日・水曜日は定休日です）

運
命
の
出
会
い
を

探
し
ま
せ
ん
か

八女・筑後結
婚サポートセン
ターのご紹介
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■ 4か月さん集まれ（3月生まれ）
◦8/5 ㈬10:00 ～12:30 ／産後ヨガ／
飲み物・バスタオル持参、参加費 350 円
■パパ♥ママ集まれ♪ 
「水遊び＆ボディペインティング＆食」
◦8/9 ㈰ 10:00 ～12:30 ／ランチ代
200 円、着替え・水着（プール用紙お
むつ）・タオル・飲み物等持参
■マタニティさん集まれ♪（クッキング）
◦8/11㈫ 10:00 ～12:30
◦「アンチエイジング・オーガニックスー
プ／参加費 350 円／エプロン持参・託
児有
■双子ちゃん集まれ！
◦ 8/20 ㈭ 10:30 ～ 12:30 ／託児有

■エンジェルルーム 「パステルアート」
◦ 8/5 ㈬ 10:30 ～／要申込／参加費
200 円

■プレママ＆ベビーサロン
「おしゃべりカフェ」
◦8/18 ㈫ 10:30 ～／要申込／参加費
100 円
■みんなであそぼう

「親子エクササイズ」
◦ 8/23 ㈰ 10:30 ～／多目的室／講師
＝入江功二さん／要申込
■ハッピーバースデー 

「山下照子さんのお話」
◦ 8/25 ㈫ 10:30 ～／要申込

■おはなしレストラン
◦ 8/3 ㈪ 10:30 ～
■GOGO！カ～りる
◦8/6㈭10:30～移動図書館が来ます。
図書館利用カードをお持ちの人は持参
ください。
■たまひよらいふ

「製作さかなつり」
◦ 8/11 ㈫ 10:30 ～／子ども 10 人要
予約
■ともだちっていいな♪
◦ 8/12 ㈬ 10:00 ～
■すまいる☆ABC◦8/17 ㈪ 10:30 ～
■すてきな記念日♥
◦ 8/19 ㈬ 10:30 ～※誕生月者のみ要
予約／身体測定もできます。母子手帳
をお持ちください。
■ドレミの森◦ 8/21㈮ 10:30 ～

■パネル～にゃ◦8/24 ㈪ 10:30 ～
■ふれんどぱーく◦8/28 ㈮ 10:30 ～
■北山保育所夏まつり～北山SEA～
◦ 8/29 ㈯ 9:15 ～ 12:15 ／限定子ど
も 15 人要予約／参加費なし　

■田中もと子先生の抱っこDeぎゅ～
◦ 8/4 ㈫ 10:30 ～／参加費 300 円／
託児有／要申込／水筒・タオル持参
■元気にあそぼう！
 「しゃぼん玉遊びをしよう」
◦ 8/6 ㈭ 10:30 ～／要申込
■トゥインクルのお誕生会
◦ 8/18 ㈫ 10:30 ～／誕生月者要申込
／身体測定する人は母子手帳を持参く
ださい。

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部村集落センター 8/4 ㈫、19 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽辺春コミュニティセンター 8/5 ㈬
▽井延公民館 8/6 ㈭
▽上陽公民館 8/7 ㈮
▽児童センター 8/12 ㈬
▽勤労青少年ホーム 8/20 ㈭
▽かがやき 8/26 ㈬
▽室岡公民館 8/27 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 8 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

子育て中の親子の皆さんが、子育てをして
いる仲間同士みんなで楽しみ、考え支え
合っていける場です。越してきたばかりで
友達がいない･･･遊び場を知らない･･･育
児に不安がある･･･ちょっと気分転換したい
･･･そんな時、ぬくもりのある、	ほのぼのとし
た雰囲気の中でホッと一息つきませんか？	

8月2日（日）
東洋医学ひぐちクリニック 大島 23・2765
中島医院 黒木町 42・0235
堤歯科医院 立花町 37・1470
宮城耳鼻咽喉科筑後市 0942・52・8733
8月9日（日）
ごんどう内科 山内 23・3010
岡村医院 立花町 23・2770
山崎歯科医院 本町 24・3961
8月13日（木）
やました歯科医院 広川町 0942・52・3819
松山歯科医院 納礎 24・1234
8月14日（金）
柴田歯科医院 納礎 24・3400
香月歯科医院 本村 30・1333
8月15日（土）

こが歯科 筑後市 0942・27・7117
たなか歯科クリニック 筑後市 0942・48・4184

8月16日（日）
古賀泌尿器 馬場 24・3121
中村内科医院 立花町 37・1601
下川歯科医院 筑後市 0942・53・7720
柳迫歯科医院 平田 24・5554
吉田眼科医院 筑後市 0942・54・1888
8月23日（日）
吉山クリニック 稲富 30・2200
耳納高原病院 星野村 52・3135
森田歯科医院 山内 24・3055
8月30日（日）
三浦医院 東京町 23・3928
みやざき内科 立花町 37・0008
ほり歯科医院 立花町 25・6480

8月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありま
すので電話で確認してください。✚ ▼救急指定病院

公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～21:30）
［月・水・金］
公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］
筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00～14:30）
【8月】2㈰ ・16㈰・30㈰　
公立八女総合病院 （23・4131）

【8月】9㈰・23㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00～7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000
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開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

7/22㈬
2015夏		八女平和の祈りコンサート
沢田知可子＆杉山清貴
アコースティックライブ

ハーモニー 19:00 （全席指定）3,500円 八女市民会館おりなす八女 22・5332

7/31㈮ 八女ベーゼンドルファー音楽祭2015
“Summer”　真夏の夜のJAZZ　 ハーモニー 18:30

（全席自由）
一般2,000円
学生500円

八女ベーゼンドルファー音楽祭
プロジェクト（事務局)

080・
8580・
1740

8/2㈰ 古賀メロディ		ギターアンサンブル はちひめ 13:00 無料 八女市文化連盟連合会
(事務局:地域づくり・文化振興課 ) 24・8163

8/18㈫ 明光学園総合音楽コース	
ジョイントコンサート(卒業生・在校生) ハーモニー 18:30 無料 明光学園中学校・高等学校

(近見)
0944・
58・0907

7月・8月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

 チケット発売中

森 麻季 ソプラノ・リサイタル

（全席指定)  一般 3,500円                                              （全席自由)  一般 2,000 円                                              友の会 3,000円                                             
高校生以下 2,000円                                             

１5:00 開演 １5:00 開演

スカルラッティ：ソナタ
ショパン：エチュード・スケルツォ
リスト：メフィスト・ワルツ	他

ハーモニーホール ハーモニーホール

C Yuji Hori

〈曲	目〉 〈曲 目〉
マスカーニ：アヴェ・マリア
山田耕筰：からたちの花・この道

久石		譲：スタンド・アローン	他

世界的オペラ歌手が届ける華麗なるひととき

10/4(日) 12/6(日)

～ロシアから現る驚愕の響き！研ぎ澄まされた鮮烈な技巧～

 チケット発売中

セルゲイ・カスプロフ  ピアノリサイタル

高校生以下1,000 円    友の会 1,500 円                                         

  

おりなす八女   イベント情 報

晩夏に織りなす 極上の響き

お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

8/23(日)

8/8(土)

おりなす八女　室内楽コンサート

映画を楽しむ八女・筑後の会

ハーモ二ーホール１6:00 開演
（全席自由 ) 一般 2,000円                                              友の会1,500円                                             

学生 500円                                             

「中国残留孤児の父」といわれた山本慈昭。
生涯を残留孤児たちの肉親さがしにささげ、
献身的な愛でささえた、感動の物語。

主催・お問合せ：福島高等学校ブラスバンド部  ☎ 22・5148

はちひめホール

ドボルジャーク 「作品 74  テルツェット」　　　　　　　　  
ストラヴィンスキー「イタリア組曲 ( チェロ・ピアノ版 )」
ブラームス 「ピアノ五重奏曲ヘ短調  作品 34」　

〈曲 目〉
八女ハーモニー室内合奏団〈出 演〉

8/22(土) １4:00～１8:00
公開リハーサル ( 入場無料 )♪

ハーモ二ーホール

望
郷
の
鐘

山
本 

慈
昭

満
蒙
開
拓
団
の
落
日

2015 夏の上映会

監督：山田 火砂子
主演：内藤 剛志

①１4:00 ②１8:30〈上映時間〉

主催 :『望郷の鐘』八女・筑後上映実行委員会
　　 映画を楽しむ八女・筑後の会 ☎090・1080・0988

（全席自由)〈前売券〉1,000円  （当日券1,200円）
  中高生当日のみ 500円     小学生以下無料 チケット発売中

 チケット発売中

福島高等学校福岡
県立 定期演奏会

ハーモ二ーホール１5:30 開演8/2(日)
（全席自由)〈前売券〉300円  （当日券 500円）  小学生未満無料

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

大山 佳織
(ヴァイオリン）

緒方 愛子
(ヴァイオリン）

黒葛原 康子
(ヴァイオリン）

金子鈴太郎
(チェロ）

石井 克典
(ピアノ）

大山平一郎
(ヴィオラ）

第       

回
26

ブラスバンド部



　
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
（
日
本
昆
虫
学

会
制
定
）
の
飼
育
研
究
に
川
口
正
博
さ

ん
（
上
陽
町
）
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
羽
を
広
げ
る
と
10
㌢

ほ
ど
に
な
り
、
オ
ス
は
羽
の
表
面
が
美

し
い
紫
色
を
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
日

本
全
国
で
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
雑

木
林
の
伐
採
な
ど
環
境
の
変
化
に
よ
り

生
息
場
所
が
減
り
、
環
境
省
に
よ
り
準

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
教
員
だ
っ
た
川
口
さ
ん
は
50

年
ほ
ど
前
、
赴
任
先
の
星
野
村
で
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
が
生
息
し
て
い
る
の
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
植
林
な
ど
で

雑
木
林
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
は
姿
を
消
し
て
ゆ
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
ず
っ
と
残
念
に
思
っ

て
い
た
川
口
さ
ん
は
知
人
か
ら
幼
虫
を

譲
り
受
け
、
自
宅
の
庭
に
飼
育
小
屋
を

作
り
生
態
研
究
の
た
め
飼
育
を
始
め
ま

し
た
。
幼
虫
は
エ
ノ
キ
の
葉
を
食
べ
る

た
め
、
エ
ノ
キ
を
近
隣
か
ら
捜
し
求
め

ま
し
た
。
ア
リ
や
カ
メ
ム
シ
が
上
が
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
下
に
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
き
、

大
切
に
育
て
ま
し
た
。
幼
虫
は
や
が
て

さ
な
ぎ
と
な
り
約
２
週
間
後
、
待
ち
に

待
っ
た
羽
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
割
れ

た
さ
な
ぎ
か
ら
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
出

て
く
る
姿
を
カ
メ
ラ
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
福
岡
県
保
健
環
境
研
究

所
に
よ
り
ま
す
と
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

飼
育
は
県
内
で
は
珍
し
い
と
の
こ
と
。

「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
は
自
然
環
境
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
の
よ
う
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
飛
び
交

う
自
然
環
境
を
取
り
戻
せ
た
ら
。ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
観
察

を
通
し
て
自
然
に
も
っ
と
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
川
口

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　
黒
木
町
出
身
者
や
ゆ
か
り
あ
る

人
々
を
紹
介
し
た
『
ふ
る
さ
と
黒
木

の
人
物
群
像
』
を
、
黒
木
町
の
郷
土

史
家
・
松
尾
文
郎
さ
ん
が
発
行
し
ま

し
た
。
同
冊
子
は
２
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
第
１
部
は
黒
木
町
出
身
で

数
百
年
前
の
人
物
か
ら
現
在
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
ま
で
37
人
を
紹

介
。
第
２
部
は
黒
木
町
に
ゆ
か
り
あ

る
11
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　『
麻
の
王
様
』
と
呼
ば
れ
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
開
拓
の
先
駆
者
・
吉
田
圓
蔵

氏
の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
や
、
農
業

移
民
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
に
渡
り
、
カ

ス
ト
ロ
首
相
の
信
頼
を
得
た
原
田
茂

作
氏
な
ど
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
人
物
も
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
松
尾
さ
ん
は
資
料
も
乏
し

い
中
、
様
々
な
文
献
を
調
べ
た
り
、

話
し
を
聞
き
に
足
を
運
ん
だ
り
し
て

５
年
の
歳
月
を
か
け
調
べ
上
げ
ま
し

た
。
全
１
１
６
ペ
ー
ジ
の
冊
子
は
手

作
り
で
50
部
作
製
。
パ
ソ
コ
ン
の
文

字
入
力
や
写
真
の
取
り
込
み
、印
刷・

製
本
な
ど
の
作
業
を
松
尾
さ
ん
や
数

人
の
協
力
者
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

冊
子
は
、
八
女
市
立
図
書
館
本
館
と

５
分
館
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ら
の
先
覚
者
や
偉
人
は
黒
木

町
の
誇
り
。
歴
史
の
闇
に
う
も
れ
な

い
う
ち
に
、
人
物
像
や
業
績
を
後
世

に
伝
え
た
か
っ
た
。
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
、
自
信
や
希
望
、
夢
を

育
む
大
き
な
力
と
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
松
尾
さ
ん
。
図
書
館
で
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
手
に
と
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オオムラサキの輝きよ、再び

羽を広げたオオムラサキ

さなぎを観察する川口さん

6月25日
ふっくらとふくらんださな
ぎが割れて、固く羽を結
んだ成虫が出てきました。

完成した『ふるさと黒
木の人物群像』を市
長に手渡す松尾さん。

116ページにおよび、
48人が紹介されて
います。

体が出てしまっ
たら、ゆっくりと
羽を伸ばします。

知
ら
れ
ざ
る
黒
木
出
身
の
偉
人
を
紹
介

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています


